








 

本研究班は,発達障害をもつ乳幼児を主な対象として, 

 1)早期の療育計画を立案し実施する方法の策定 

 2)効果の客観的な評価の方法 

 3)家庭とそれをとりまく医療機関,通園施設,保育所や幼稚園などの果すべき分担と相互

の協力体制のあり方 

などについて研究し,近い将来に,実行可能な指針を作成することを目標においてきた。 

 本研究班は前身である重田主任研究者からの研究も関連部分を引きつぎ,2～3 年間で結

論を得るように計画し,分担研究者と課題を少しずつ交替しながら全体を上記の目標に集

約してきた。昭和 56年度まで継続した真鍋班の幼児聴力の予備選別システム,および緒形

班の心身障害児・者の生涯処遇における地域の果すべき役割に関する研究は終了し,本年度

は,田中分担研究者にお願いし,重複障害児や重度脳障害児における聴力障害の診断と訓練

に関する研究,および,平山分担研究者にお願いし慢性疾患乳幼児の健康管理指針の作製に

関する研究に着手した。これらは,発達障害の総合的な対策を考える場合に欠くことのでき

ない問題と考えたからである。この新しい課題も単年度で完成することは難しいと考えた

が,本研究班としては昭和57年度が3年目の最終年度に当るため,可能な限り短期間で一応

の結論を得られるよう計画をお願いすることにした。ここに報告書をまとめるに当り,全般

的に研究をふり返り,まとめと今後の残された問題などについて記すことにする。 


